
現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
研
究
と
観
察
の
理
論
負
荷
性

の
実
際
i
i
i
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
を
例
に

i
l
i

現代のマイクロレベル研究と観察の理論負荷性の実i漂

は
じ
め
に

本
稿
は
、
「
現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
研
究
」
と
「
観
察
の
理
論
負

性
」
に
つ
い
て
、
現
在
コ
ロ
イ
ド
研
究
領
域
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い

る
、
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
手
法
の
揮
発
研
究

を
例
に
と
っ
て
、
現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
研
究
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
科
学
研
究
の
中
で
観
察
の
理
論
負
荷
性
が
ど
の

よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
初
に
、
議
論
の
中
、
心
と
な
る
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
晶
金
ナ
ノ
ロ
ッ

ド
の
合
成
手
法
の
開
発
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
（
第
1
章）。

次
に
、
こ
の
研
究
を
例
に
、
「
現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
研
究
」
と
「
観

察

の

理

論

負

荷

性

」

の

実

際

に

つ

い

て

検

討

す

る

。
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武

イ中

．ムE，へ

目巴

子

第
1
章
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
手
法
の
開

発
研
究
の
概
要

用
語
の
説
明

1

・
1

・
1

余
ナ
ノ
ロ
ッ
ド

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
と
は
、
金
で
で
き
た
ナ
ノ
粒
子
で
あ
り
、
そ
の
形
状

が
一
殻
的
な
球
形
で
な
く
棒
状
の
物
の
こ
と
を
指
す
（
図
1
）0

ナ
ノ

粒
子
と
は
、
そ
の
サ
イ
ズ
が
、
縦
、
横
、
高
さ
の
う
ち
少
な
く
と
も
一

つ
が

5
0
ロ
自
以
下
で
あ
る
物
体
と
さ
れ
て
い
る
。
金
ナ
ノ
口
ッ
ド
の

場
合
、
車
径
が

5
0
D
B
以
下
で
あ
る
た
め
、
ナ
ノ
粒
子
に
分
類
さ
れ

る
。
長
さ
も
M
O
O
D
5
以
下
の
も
の
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
長
さ
が

H

h
』
ヨ
を
超
え
る
も
の
を
対
象
と
す
る
。



ー
・1
・
2

高
ア
ス
ペ
ク
ト
比

ア
ス
ペ
ク
ト
比
と
は
、
（
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
長
さ
）
／
（
ナ
ノ
ロ
ッ
ド

の
直
径
）
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
長
さ
が

g
D
5、
直
径
が
M
O

コヨ

の
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
で
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
比
は

4
と
な
る
。

一
般
に
ア
ス
ペ

ク
ト
比
が
却
を
越
え
る
も
の
は
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
と
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
扱
う
の
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
比
が
日
程
度

の
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
傘
ナ
ノ
ロ
ツ
ド
で
あ
る
。

86 

1

・
1

・
3

双
晶

終
日
間
構
造
の
積

類
の
一
種
。

一
般

的
に
合
成
さ
れ
る

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
は
、

単
結
晶
構
造
を
も

つ
も
の
が
多
い
。

単
結
晶
と
は
、

一

つ
の
ナ
ノ
粒
子
が

単
一
の
結
回
聞
か
ら

で
き
て
い
る
も
の

で
、
ナ
ノ
粒
子
内

部
に
結
晶
粧
界

（
異
な
る
結
晶
構

造
、
あ
る
い
は
向

き
の
異
な
る
結
晶

構
造
ど
う
し
の
境

直議

時~

単結晶 鼠晶

金ナノロッ
ドの概念図。

図1単結晶構造及び双品桃迭を
持つ金ナノロッドの概略図。

図2

界
の
こ
と
）
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
金
原
子
が
等
し
く

全
方
位
的
に
同
じ
配
列
を
し
て
い
る
。
一
方
で
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
に
は
双

品
構
造
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
双
目
崎
構
造
で
は
、
ナ
ノ
粒
子
内
部
に
五

つ
の
結
問
問
粒
界
が
存
筏
し
、
こ
の
粒
界
を
境
に
金
原
子
の
配
列
が
変
わ
る

｛

l
｝。
双
自
問
と
単
結
日
闘
で
は
、

図

2
の
よ
う
に
表
面
に
出
て
い
る
結
晶

簡
が
異
な
る
（
2
）。

唱，
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，
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叫
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(111) 結
晶
画
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の
置
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仰
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面
F
各
子格

ω

間
前
副
富
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櫨
問
M
B開

u
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。

動
舵
劃
か
か
パ
m山

。
。
＠
＠
＠

g間
関
ゴ

＠
＠
＠
＠
＠

8
略

i

＠
＠
＠
＠
。

g
峨
パ
r
d
4
4
 

7

「
ら
格
あ

｝
方
で
。

州
立
磁
方

心
色
ぴ

蘭
灰
並

。帥》

｛同

図3

結
晶
構
造
を
あ

る
方
向
か
ら
見
た

と
き
の
特
定
の
面

の
こ
と
。
金
は
箇

心

立

方

格

子

（司釦口市の巾ロ伴内
w円
mwnH

の
号
付
の
頭
文
字

よ
り
目
吋のの
と
呼

ば
れ
る
｝
を
と
る

こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
ナ
ノ
粒
子

表
蕗
に
現
れ
る
の

は
、
こ
の
、
っ
ち

（
己
目
）
商
、
（
日目
。）

面
、
（－
g）
商
と

呼
ば
れ
る
面
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の



屈
は
、
司
の
の
の
金
結
晶
の
結
晶
格
子
を
特
定
の
菌
で
窃
っ
た
断

面
を
表
し
て
い
る
（
鴎

3
a
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
断
面
に
お
け
る
金
結
晶

の
並
び
方
は
医

3
b
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
結
晶
面
で
は

金
原
子
が
異
な
る
配
列
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
結
晶
面
に
よ
っ
て
中

面
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
異
な
り
、
外
部
の
分
子
と
の
相
互
作
用
も
異
な
る
。

現代のマイクロレベル研究と観察の理論負荷性の実際

1

・
1

・
5

間
折

田
折
と
は
、
媒
震
中
を
波
が
伝
わ
る
と
き
、
障
害
物
の
背
後
な
ど
に

回
り
込
ん
で
伝
わ
っ
て
い
く
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。
結
品
物
理
学
で
は
、

こ
の
現
象
を
使
っ
て
物
質
の
原
子
レ
ベ
ル
の
構
造
（
結
晶
構
造
）
を
観

察
す
る
手
法
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
波
源
と
し
て
何
を
使
、
っ
か
に
よ
っ

て
、
電
子
線
回
折
法
、

X
線
閉
折
法
、
中
性
子
線
司
折
法
な
ど
と
呼
ば

れ
る
。
得
ら
れ
る
情
報
の
空
間
サ
イ
ズ
は
、
用
い
る
波
の
波
長
に
依
存

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
電
子
線
回
折
法
を
用
い
て
お
り
、
お
よ
そ

H

ロ5
1
N
ロ
日
程
度
の
空
間
サ
イ
ズ
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
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1

・
1

・
6

二
次
電
子

二
次
電
子
と
は
、
入
射
電
子
線
に
よ
っ
て
エ
、
ネ
ル
ギ

i
を
与
え
ら
れ

た
対
象
サ
ン
プ
ル
の
原
子
か
ら
放
出
さ
れ
た
電
子
の
こ
と
で
あ
る
。
一
一

次
電
子
は
エ
ネ
ル
ギ

i
が
低
い
た
め
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
内
部
深
く
で

発
生
し
た
二
次
電
子
は
す
ぐ
に
対
象
サ
ン
プ
ル
自
身
に
吸
収
さ
れ
て
し

ま
い
、
サ
ン
プ
ル
外
部
に
は
放
出
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
外
部
に
放
出

さ
れ
て
く
る
二
次
電
子
は
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
表
菌
近
傍
で
発
生
し
た

こ
次
電
子
で
あ
り
、
表
面
の
情
報
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
外

部
に
放
出
さ
れ
る
二
次
電
子
の
強
度
は
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
表
面
形
状

（
凹
凸
）
に
依
存
す
る
。

1

・
2

用
い
た
観
察
装
置
と
原
理

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
（

ω同支）

微
鏡
（
話
一
玄
一

ω
g
S宮
崎
山
口
ゅ
の
号

Oロ
豆
一
の
吋

O
R
0
3）

は
、
電
子
線
子
の
集
ま
り
）
に
よ
っ
て
対
象
サ
ン
プ
ル
表
部
を
ス

キ
ャ
ン
す
る
こ
と
で
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
表
面
形
状
を
観
察
す
る
顕
微

鏡
で
あ
る
。
一
般
的
な
光
学
顕
撤
鏡
で
は
、
可
視
光
を
対
象
サ
ン
プ
ル

に
賄
射
し
、
対
象
サ
ン
プ
ル
と
相
互
作
用
（
反
射
、
透
過
、
思
折
な
ど
）

し
て
返
っ
て
き
た
光
を
日
で
克
る
こ
と
で
対
象
サ
ン
プ
ル
を
観
察
す
る
。

一
方
で
、
龍
子
顕
微
鏡
で
は
電
子
線
を
対
象
サ
ン
プ
ル
に
照
射
し
、
対

象
サ
ン
プ
ル
と
相
互
作
用
し
て
返
っ
て
き
た
電
子
線
を
自
で
見
る
こ
と

で
対
象
サ
ン
プ
ル
を
観
察
す
る
。

電
子
線
を
対
象
サ
ン
プ
ル
に
入
射
す
る
と
、
反
射
電
子
、

X
線、

1

・
2
・
1

v人霊童子線の1波長

〉／＼〉／＼

入射角度による
渉の概略題。

図4
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次
電
子
が
放
出
さ
れ
る
。
反
射
電
子
は
、
対
象
サ
ン
プ
ル
に
入
射
さ
れ

た
電
子
線
が
対
象
サ
ン
プ
ル
の
内
部
で
跳
ね
返
っ
て
出
て
き
た
電
子
で

あ
る
。
反
射
電
子
を
検
出
す
る
と
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
内
部
の
ど
こ
に

ど
れ
く
ら
い
の
「
ぶ
つ
か
り
ゃ
す
い
も
の
（
原
子
と
が
あ
る
か
を
反

映
し
た
像
が
得
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
原
子
数
が
大
き
な
充
素
ほ
ど

電
子
を
散
乱
し
や
す
い
の
で
、
対
象
サ
ン
プ
ル
を
構
成
す
る
元
素
や
そ

の
構
造
に
反
映
し
た
像
が
得
ら
れ
る
。
対
象
サ
ン
プ
ル
に
入
射
し
た
電

子
の
う
ち
い
く
ら
か
は
、
対
象
サ
ン
プ
ル
に
吸
収
さ
れ
代
わ
り
に
特
性

X
線
が
放
出
さ
れ
る
。
特
性
X
線
は
、
入
射
電
子
線
に
よ
っ
て
励
起
状

態
（
高
い
エ
、
ネ
ル
ギ
l
状
態
）
に
持
ち
上
げ
ら
れ
た
対
象
サ
ン
プ
ル
内

の
震
予
が
、
元
の
基
底
状
態
（
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
）
に
戻
る
と
き
、

そ
の
差
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

X
線
と
し
て
放
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
二
次
竜
子
も
放
出
さ
れ
る
。

1
・
1
・
6
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
次

電
子
の
強
度
を
検
出
器
で
検
知
す
る
と
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
表
面
状
態

（
凹
凸
具
合
）
が
反
映
さ
れ
た
像
が
得
ら
れ
る
。

1

・
2
・
2

透
過
型
電
子
顕
微
鏡
（
↓
m
ζ
）

透
過
型
電
子
顕
微
鏡
（
寸
何
一
豆
一
寸
吋
山
口
ω
5
2巴
o
ロ

σ
Z
2
5
P

S
Q
8
8
3）
は
、
電
子
線
の
波
の
回
折
を
用
い
て
、
物
質
の
原
子
レ

ベ
ル
の
講
造
を
観
察
す
る
鎮
微
鏡
で
あ
る
。
図
4
に
あ
る
よ
う
に
、
結

晶
臨
に
対
し
て
あ
る
角
度
仇
で
電
子
耀
を
入
射
し
、
対
象
サ
ン
プ
ル

で
反
射
さ
れ
た
電
子
線
の
剖
折
像
を
検
出
器
で
検
知
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
結
晶
構
造
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
対
象
サ
ン
プ
ル
に
角
度
仇
で
入
射
し
、
最
表
面
と
そ
の

一
つ
内
側
の
面
で
反
射
さ
れ
た
電
子
線
に
着
目
す
る
（
悶

4
）
。
こ
の

二
つ
の
電
子
線
の
行
程
差
が
ち
ょ
う
ど
電
子
線
波
長
の
整
数
倍
に
な
る

時
、
こ
の
こ
つ
の
竜
子
殺
は
強
め
合
い
、
検
出
器
に
電
子
線
が
検
知
さ

れ
る
。
次
に
、
対
象
サ
ン
プ
ル
に
角
度
め
で
入
射
し
、
最
表
面
と
そ

の
一
つ
内
側
の
面
で
反
射
さ
れ
た
電
子
線
に
着
目
す
る
（
図
4
）
。
こ

の
こ
つ
の
電
子
線
の
行
程
差
は
、
電
子
藤
波
長
の
整
数
倍
に
な
ら
な
い
。

こ
の
と
き
、
こ
の
こ
つ
の
電
子
様
は
打
ち
泊
し
あ
い
、
検
出
器
に
は
電

子
線
が
検
知
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
入
射
電
子
線
に
対
し
て
、

対
象
サ
ン
プ
ル
の
結
品
笛
が
ど
の
角
度
か
に
よ
っ
て
、
検
出
器
に
電
子

線
が
検
知
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か
が
変
わ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
検
出
器
で
検
知
さ
れ
た
電
子
線
を
調
べ
れ
ば
、
対

象
サ
ン
プ
ル
の
結
品
面
が
入
射
電
子
線
に
対
し
て
ど
の
角
度
に
な
っ
て

い
る
か
が
分
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
結
品
構
造
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

・
3

研
究
の
膏
景

1
・
3
・
1

古
田
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
晶
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
重
要
性

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
に
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
辻
が
日
以
下
の
も
の
か
ら
、
関

以
上
の
も
の
ま
で
種
々
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ア
ス
ペ
ク
ト
比
が
却
以
上

の
も
の
は
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
、
電
子
罰
路
や

偏
向
素
子
、
原
子
関
力
頴
微
鏡
（
〉
河
玄
）
の
探
針
な
ど
に
応
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
金
ナ
ノ
口
ッ
ド
の
結
品
構
造
に
は
単
結
晶
構
造
と
双

品
構
造
の
二
擁
類
が
あ
り
、
双
品
構
造
を
も
っ
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ

ノ
口
ッ
ド
は
、
図
2
で
示
す
よ
う
に
側
面
と
端
面
に
出
て
い
る
結
晶
面

が
そ
れ
ぞ
れ
一

5
0一
、
（
戸
川
）
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
単
結
品
構
造
を
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も
つ
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
と
は
異
な
る
応
用
先
が
期
待
で
き
る
。
例
え
ば
、

側
面
と
端
閣
の
結
臼
細
菌
の
違
い
を
和
用
し
て
表
面
修
飾
の
仕
分
け
を
行

い
、
パ
タ
ー
ン
化
し
た
基
板
上
に
並
べ
た
り
、
運
動
を
取
り
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
端
面
の
結
晶
面
が
一
種
類
に
規
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
カ
を
測
定
す
る
〉
m，Z
探
針
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
双
品
講
造
を
も
っ
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
奴
率
の
良
い
合
成
法
の
開
発
が
望
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
も
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
の
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド

を
合
成
す
る
試
み
は
行
わ
れ
て
い
た
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
ク
エ
ン

酸
で
保
護
さ
れ
た
金
の
結
晶
核
を
段
批
倒
的
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
、
高

ア
ス
ペ
ク
ト
比
の
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
成
長
す
る
と
さ
れ
て
い
た
（
2
、3
）。

だ
が
、
そ
の
長
さ
は
せ
い
ぜ
い

8
0
ロ
ヨ
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（
4
）、

よ
り
長
い
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
の
た
め
に
は
、
ス
テ
ッ
プ
数
を

増
や
す
な
ど
の
煩
雑
な
手
順
が
必
要
で
あ
っ
た
（
5
、
立
。
〉
m，
一
玄
探
針

と
し
て
用
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
操
作
性
の
良
い
と
九
日
以
上

の
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
望
ま
れ
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

に
開
発
し
て
き
た
ゲ
ル
中
成
長
法
を
用
い
て
、
長
さ
M
h
h
g

を
超
え
る

高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
を
試
み
た
。
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1

・
3
・
2

ゲ
ル
中
成
長
法

こ
の
ゲ
ル
中
成
長
法
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
、
ア
ス

ペ
ク
ト
比
が
印
を
超
え
る
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
を
m
w
%
以

上
の
高
収
率
で
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
（
7
）O

こ
の
方
法
は
、
従

来
界
団
活
性
剤
水
溶
液
中
で
行
わ
れ
て
き
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
成
長
を
、

界
面
活
性
剤
の
ゲ
ル
中
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
ゲ
ル
と
は
、

界
面
活
性
水
溶
液
の
流
動
性
が
な
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
分

子
ス
ケ
ー
ル
で
み
る
と
界
面
活
性
剤
分
子
が
集
合
体
を
作
っ
て
議
集
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
は
様
々
な
方
法
で
合
成
さ
れ
る
が
、
一
般
的
に
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ー
ド
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
は
、
以
下
の
手
順
で

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
を
合
成
す
る
（
8
）。

①
界
面
活
性
剤
水
港
液
中
で
金
イ
オ
ン
を
強
い
還
元
剤
（
水
素
化

ホ
ウ
素
ナ
ト
ワ
ウ
ム
）
で
還
元
し
、
金
の
結
晶
核
を
作
製
す
る
。

②
界
面
活
性
剤
水
溶
液
と
金
イ
オ
ン
と
拐
い
還
元
部
（
ア
ス
コ
ル

ビ
ン
酸
）
を
混
合
し
、
成
長
溶
液
を
作
製
す
る
。

③
成
長
溶
液
に
結
晶
核
を
投
入
し
静
置
す
る
と
、
数
分

1
数
時
間

で
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
成
長
す
る
。

材
料
を
一
様
に
混
合
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
従
来
法
で
は
、
い
ず

れ
の
手
順
も
界
面
活
性
剤
水
溶
液
中
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し

て
ゲ
ル
中
成
長
法
で
は
、
③
で
成
長
海
液
に
結
晶
核
を
投
入
し
て
一
様

に
混
合
し
た
の
ち
、
成
長
溢
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
界
面
活
性
剤
水

溶
液
を
ゲ
ル
化
さ
せ
、
こ
の
ゲ
ル
の
中
で
結
晶
核
を
成
長
さ
せ
る
。
成

長
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
結
果
、
ア

ス
ペ
ク
ト
比
が
印
を
超
え
る
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
を
卯
%

以
上
の
高
収
事
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

・
4

合
成
戦
略
と
実
験
方
法

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
合
成
戦
略
を
立
て
た
。
先
行
研
究



よ
り
、
双
田
間
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
は
、
ク
エ
ン
畿
で
保
護
さ
れ
た
金
の
結
晶

核
を
段
階
的
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
合
成
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
グ

ル
中
成
長
法
で
は
、
界
面
活
性
剤
水
溶
液
中
で
作
製
し
た
金
の
結
晶
核

（
界
面
活
性
剤
で
保
護
さ
れ
た
金
の
結
日
間
核
）
を
界
面
活
性
剤
の
ゲ
ル

中
で
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
、
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
を
待
た
。

そ
こ
で
、
双
回
闘
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
ク
エ
ン
酸
で
保
護
さ
れ
た
金

の
結
晶
絞
を
、
ゲ
ル
化
し
た
界
面
活
性
剤
水
溶
液
中
で
成
長
さ
せ
る
こ

と
で
、
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
国
間
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
高
収
率
合
成
を
試
み
た
。
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1

・5

合
成
の
結
果

ー
・
5
・
1
ω
m三
観
察

合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の

ω巴
A
A聞
を
図

5
に
示
す
。
得
ら
れ
た

像
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
成
長
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
平
均
長
は

ミ
g
M土
品

g・0
D
B、
収
率
は
印
%
と
比
較
的
高
い
こ
と
が
分
か
っ

た
宮
古
こ
の
結
果
は
、
ク
エ
ン
酸
で
保
護
さ
れ
た
結
晶
核
か
ら
、

平

均
長
が
l
k
g
を
超
え
る
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
成
長
す

る
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、

ω何
回
〈
向
像
だ
け
で
は
得
ら
れ
た

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
双
目
聞
か
ど

う
か
の
判
断
が
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
次
章
に
示
す
よ
う
に
、

↓E
A
を
使
っ
て
、
得
ら
れ
た

潟
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ

ロ
ッ
ド
が
双
自
聞
か
ど
う
か
を

合成した金ナノ
ロッドのSEM像。

図5
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ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
目
閉
会
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
手
法
開
発

研
究
の
ま
と
め

ク
エ
ン
酸
で
保
護
さ
れ
た
金
の
結
自
由
核
を
界
街
活
性
剤
水
溶
液
の
ゲ

ル
中
で
成
長
さ
せ
る
と
、
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
成

長
す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
得
ら
れ
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
平
均

長
は
口
出
。
N
±
8
0
0
p
g、
収
率
は
印
%
と
比
較
的
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

1

・
6



第
2
章

現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
研
究
の
実
際

こ
の
態
で
は
、
現
代
科
学
の
礎
と
し
て
一
七
世
紀
に
復
活
し
た
原
子

論
に
着
目
し
、
そ
の
起
源
と
な
っ
た
「
古
代
原
子
論
」
と

「
現
代
に
お

け
る
マ
イ
ク
ロ
レ
ペ
ル
の
研
究
」
と
に
見
ら
れ
る
共
通
点
に
つ
い
て
論

じ
る
。2

・
1

古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
見
ら
れ
る
二
重
構
造

古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
、
タ
レ
ス
は
初
め
て
こ
の
世
界
の

「
も
と

の
も
の
（
ア
ル
ケ
l
）」
は
水
だ
と
考
え
た
。
こ
の
世
界
の
す
べ
て
は

水
で
で
き
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ナ
ク
シ
マ
ン

ド
ロ
ス
が
こ
の
世
界
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
水
で
は
な
く
無
限
な

も
の
を
唱
え
、
ア
ナ
ク
シ
メ
ネ
ス
は
こ
の
世
界
を
橋
成
す
る
も
の
は
安

気
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
後
、
レ
ウ
キ
ツ
ポ
ス
や
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
笠

場
し
、
こ
の
世
界
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
原
子
と
い
う
も
の
の
存
在

を
提
唱
し
た
。
原
子
と
は
非
常
に
小
さ
く
、
よ
っ
て
自
で
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
分
割
不
可
能
な
世
界
の
最
小
単
位
と
さ
れ

た。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
、
こ
の
世
界
を
鱗
成
す
る
も
の
と
さ
れ
た
、
水
、

無
限
な
も
の
、
空
気
、
原
子
は

、

｛

例

ド

外

的

な

事

例

を

除

い

て

）

い

ず

れ

も

町

弘

直

接

観

察

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

ノ

散

ナ
分

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

実

際

に

は

自

に

金

の

見
え
な
い
こ
れ
ら
の
根
淑
的
な
構
成

要
素
が
こ
の
世
界
に
は
存
在
し
、
そ
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図7

れ
ら
に
よ
っ
て
こ
の
世
界
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
や
り
方
自
体

に
特
徴
が
あ
る
。
こ
う
し
た
、
見
え
な
い
も
の
を
用
い
て
見
え
る
世
界

を
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
議
機
造
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の

一
つ
の

特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
原
子
論
は
、
提
唱
さ
れ
た
の
ち
十
数
世
紀
に
わ

た
っ
て
忘
れ
ら
れ
て
い
た
が
、

一
七
世
紀
に
復
活
し
、
現
在
で
は
こ
れ

こ
そ
が
現
代
科
学
の
考
え
方
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
こ
重
構

造
の
考
え
方
と
現
代
科
学
の
考
え
方
は
伺
じ
な
の
か
異
な
る
の
か
、
二

重
構
造
の
考
え
方
に
着
目
し
て
現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ

ル
研
究
の
実
際

を
見
て
い
く
。

2
・
2

現
代
科
学
に
見
ら
れ
る
二
重
構
造

前
章
で
説
明
し
た
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
目
聞
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
手

法
の
開
発
研
究
を
例
に
と
り
、
現
代
科
学
に
見
ら
れ
る
こ
霊
雌
偽
造
に
つ

い
て
こ
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
。

2
・2
・
1
ω
m玄
観
察

第

l
慈
の
最
初
で
、
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
と
は
金
で
で
き
た
ナ
ノ
粒
子
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
長
さ
が
H
E
B
程
度
、
ア
ス
ペ
ク
ト
比
が
叩
程
度

の
お
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
を
研
究
で
扱
う
と
紹
介
し
た
。
何

気
な
い
文
寧
だ
が
、
笑
際
に
は
私
は
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
長
さ
を
直
媛
こ

の
手
で
測
っ
た
り
、
形
を
直
接
自
で
見
た
こ
と
は
な
い
。
図
7
に
示
す

よ
う
に
、
今
回
の
合
成
法
で
合
成
さ
れ
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
は

一
般
的
に

水
中
に
分
散
し
て
お
り
、
肉
眼
に
は
色
の
つ
い
た
、
た
だ
の
液
体
に
見



え
る
。
こ
の
液
体
は
水
の
よ
う
に
サ

ラ
サ
ラ
で
、
液
中
に
ナ
ノ
粒
子
が
分

散
し
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
肉

眼
で
は
観
察
で
き
な
い
。
で
は
ど
う

や
っ
て
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
形
状
を

知
っ
た
の
か
？

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
形
状
は
∞
同
玄

に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
た
。
金
ナ
ノ

ロ
ッ
ド
の

ω出
足
観
察
に
心
当
た
っ
て

は
、
次
の
よ
う
に
観
察
対
象
の
サ
ン

プ
ル
を
用
意
し
た
。
作
製
し
た
金
ナ

ノ
ロ
ッ
ド
は
水
中
に
分
散
し
て
い
る

た
め
、
少
国
軍
一
の
分
散
液
を
シ
リ
コ
ン

基
板
上
に
滴
下
し
、
余
計
な
水
分
を

取
り
除
い
て
完
全
に
蒸
発
さ
せ
た
。

分
散
液
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
金
ナ
ノ
口
ッ
ド
と
、

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
安
定
分
散
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
少
量

の
界
面
活
性
剤
分
子
、
お
よ
び
水
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
水
分
蒸
発

後
の
観
察
対
象
サ
ン
プ
ル
は
、
国
8
の
よ
う
に
、
平
坦
な
シ
リ
コ
ン
基

板
上
に
界
面
活
性
剤
分
子
で
覆
わ
れ
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
吸
着
し
て
い

る
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
考
察
の
上
で
、
∞
何
一
宮
観
察
を
行
う
。
す
る
と
岡
田
上
に
得

ら
れ
る
の
は
、
数
十
ロ
B
×

Hhhg
程
度
の
白
く
な
っ
た
領
域
が
い
く

つ
も
並
ん
で
い
る
絵
で
あ
る
（
図
5
）
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
こ

の
細
長
い
領
域
は
、
わ
れ
わ
れ
が
合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
を
表
し
て
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シリコン碁板上に吸着していると考えら
れる金ナノロッドの状態予想図。表面は
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関8

い
る
の
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
細
長
い
領
域

を
、
わ
れ
わ
れ
が
合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
か
ら
得
ら
れ
た
二
次
電
子

の
信
号
だ
と
考
え
れ
ば
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
多
く
の
こ
と
の
つ
じ
つ

ま
が
合
う
。
す
な
わ
ち
、

・
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
本
合
成
方
法
で
は
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
で
き

る
可
能
性
が
高
い
。

・
合
成
後
の
液
体
に
は
、
形
状
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
金
ナ
ノ
粒

子
、
界
面
活
性
剤
分
子
、
水
の
み
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
二
次
電
子
を
よ
く
放
出
す
る
の
は
金
ナ
ノ
粒
子
で
あ
る
0

・
ω円
去
の
像
は
、
観
察
対
象
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
放
出
さ
れ
た
二
次

電
子
の
場
所
に
よ
る
強
度
分
和
を
示
し
て
い
る
。

・
ω何
一
宮
間
像
中
の
黒
い
部
分
と
白
い
部
分
は
、
表
面
の
高
さ
が
異

な
る
。

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は

ω間
宮
画
像
の

中
の
数
十
ロ
自
×

Hhhg
程
度
の
白
く
な
っ
た
領
域
が
、
合
成
し
た
金

ナ
ノ
ロ
ッ
ド
だ
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
実
際
に
は
自
分
の
手
で
触
っ

た
り
、
直
接
自
で
観
察
し
た
わ
け
で
は
な
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
合
成

し
た
「
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
」
が
、
直
径
数
十
日
出
×
長
さ

HhhB
程
度
の

サ
イ
ズ
を
し
て
い
る
こ
と
を
「
知
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

2
・
2
・
2

↓m三
観
察

1
・
1
・
3
で
、
双
品
構
造
と
は
、
単
結
晶
構
造
と
は
異
な
り
、
ナ

ノ
粒
子
中
に
結
晶
配
列
が
変
化
す
る
粒
界
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
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た
。
し
か
し
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
双
品
構
造
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
形

状
の
確
認
と
同
様
に
、
実
際
に
自
で
見
て
構
造
を
確
認
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
、
解
橡
疫
の
よ
い
顕
微
鏡
を
使
っ
て
原
子
一
つ
一
つ
の
並

び
方
を
観
察
し
て
、
双
品
構
造
だ
と
判
新
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
で
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
双
品
構
造
を
持
っ
て
い

る
と
分
か
っ
た
の
か
？

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
構
造
は
、

1
・
2
・
2
で
述
べ
た
電
子
線
開
折
法

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
は
、
電
子
娘
の
も
つ
波
と
し
て
の

性
質
を
用
い
る
も
の
で
、
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
に
電
子
線
を
入
射
し
、
内
部

で
散
乱
さ
れ
回
折
さ
れ
た
電
子
線
ど
う
し
の
干
渉
を
観
察
す
る
こ
と
で
、

金
ナ
ノ
口
ッ
ド
内
部
の
結
晶
摺
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お

1
・

2
・
1
で
説
明
し
た

ω開
玄
で
も
対
象
サ
ン
プ
ル
に
電
子
線
を
入
射
す

る
が
、
電
子
線
臨
折
に
使
わ
れ
る
電
子
線
（
加
速
電
阻
∞
0
1
8
0
宵〈）

に
比
べ
る
と
入
射
電
子
線
の
強
度
が
そ
も
そ
も
弱
い
（
加
速
電
圧

7
8
w〈
程
度
）
。
そ
の
た
め
電
子
線
自
体
が
サ
ン
プ
ル
内
部
に
あ
ま

り
入
り
こ
ま
な
い
こ
と
に
加
え
、
一
一
次
電
子
に
関
し
て
は
、
サ
ン
プ
ル

内
部
で
発
生
し
た
も
の
は
外
部
に
放
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

ω何一宮

観
察
は
対
象
サ
ン
プ
ル
の
表
面
形
状
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
電

子
線
回
折
法
で
は
電
子
線
強
度
が
高
い
の
で
、
対
象
サ
ン
プ
ル
の
内
部

ま
で
電
子
線
が
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
サ
ン
プ
ル
内
部
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
単
に
散
乱
し
た
電
子
を
検
知
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
回
折
し
互
い
に
干
渉
す
る
こ
と
で
結
ん
だ
像
を

検
知
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
こ
そ
が
、
対
象
サ
ン
プ

ル
が
双
品
構
造
、
だ
と
判
断
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

1
・
2
・
2
で

述
べ
た
よ
う
に
、
電
子
総
回
折
法
で
は
、
入
射
電
子
線
に
対
し
て
対
象
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サ
ン
プ
ル
内
部
の
結
晶
蕗
が
ど
う
い
う
角
度
に
存
夜
し
て
い
る
か
を
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
サ
ン
プ
ル
の
結
品
購
造
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が

双
品
構
造
だ
と
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
合
成
し
た
金
ナ
ノ

口
ッ
ド
が
双
品
、
だ
と
考
え
る
と
、
電
子
線
回
折
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
像

を
理
解
す
る
と
き
に
、
次
に
示
す
よ
う
な
多
く
の
こ
と
の
つ
じ
つ
ま
が

合
う
。
例
え
ば
、

・
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
は
金
原
子
で
で
き
て
い
て
、
商
心
立
方
格
子
容

n
n）

を
形
成
し
て
い
る
。

・
結
晶
構
造
の
中
に
電
子
線
を
散
乱
す
る
結
品
面
が
定
義
で
き
る
0

．
電
子
操
は
波
の
性
質
を
持
つ
。

・
電
子
線
ど
う
し
の
経
路
差
が
電
子
線
の
波
長
の
整
数
倍
に
な
っ
た

と
き
に
、
回
折
像
が
現
れ
る
。

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
得
ら
れ
た
回
折

像
が
金
の
結
品
核
で
散
乱
さ
れ
た
電
子
殺
に
よ
る
干
渉
に
よ
っ
て
現
れ

た
も
の
で
あ
り
、
対
象
と
し
て
い
る
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
は
双
品
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
「
知
る
」
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

2
・
3

古
代
顕
子
論
と
現
代
の
マ
イ
ク
口
レ
ベ
ル
冊
究
と
の
共
通
点

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
科
学
で
マ
イ
ク
ロ
サ
イ
ズ
の
空
間

を
扱
う
科
学
に
お
い
て
も
、
見
え
な
い
け
れ
ど
も
本
当
の
と
こ
ろ
は
そ

う
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
二
重
構
造
が
頻
繁
に
徒
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、

2
・
2
・
1
に
お
い
て
は
、
合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ



ド
を
わ
れ
わ
れ
は
直
接
手
で
触
っ
た
り
自
で
見
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

観
察
に
用
い
た

ω同
玄
の
原
理
や
合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
に
つ
い
て

の
背
景
知
識
な
ど
を
考
憲
す
る
と
、
合
成
し
た
色
水
中
に
は
金
ナ
ノ

ロ
ッ
ド
が
分
散
し
て
い
て
、
サ
イ
ズ
は
お
よ
そ
直
径
数
十
ロ
自
×
長
さ

H

h

h

g

程
度
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た

2
・
2
・
2
に

お
い
て
も
同
様
に
、
わ
れ
わ
れ
は
直
接
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
内
の
原
子
配
列

を
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
観
察
に
用
い
た
吋
別
室
の
原
理
や
回

折
像
に
関
す
る
背
景
知
識
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド

の
構
造
は
双
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
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第

3
章

観
察
の
理
論
負
荷
性
の
実
際

こ
の
章
で
は
、

N
－

R
・
ハ
ン
ソ
ン
が
提
唱
し
た
「
観
察
の
理
論
負

荷
性
」
が
、
実
際
の
研
究
現
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
を
考
え
る
。
第
l
章
で
紹
介
し
た
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
品
金
ナ
ノ

ロ
ッ
ド
の
合
成
開
発
研
究
を
備
に
と
り
、
観
察
が
ど
の
よ
う
に
理
論
を

負
荷
さ
れ
た
形
で
行
わ
れ
る
か
、
研
究
現
場
で
の
実
際
を
論
じ
る
。

3
・
1

観
察
の
理
論
負
荷
性

観
察
と
は
理
論
と
は
独
立
し
て
世
界
の
あ
り
の
ま
ま
を
切
り
取
る
作

業
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
観
察
者
が
積
み
重
ね
て
き
た
理
論
を
通
し
て

行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
考
え
方
が
観
察
の
理
論
負
荷
性
の
考
え
方
で

あ
り
、
ハ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
ハ
ン
ソ
ン
が
例
と
し
て
ウ

サ
ギ
・
ア
ピ
ル
図
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ

で
い
う
観
察
と
は
、
科
学
研
究
に
お
け
る
観
察
に
限
定
さ
れ
な
い
、
広

い
意
味
で
の
観
察
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
れ
は
リ
ン
ゴ
と
い

う
発
一
一
一
日
の
裏
に
は
、
赤
い
、
甘
い
匂
い
が
す
る
、
二
疋
の
重
さ
が
あ
る
、

よ
く
見
る
リ
ン
ゴ
の
形
を
し
て
い
る
、
木
に
な
っ
て
い
る
、
等
の
多
く

の
情
報
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
？
」
れ
は
リ
ン
ゴ
、
だ
」
と
い
う

発
一
一
告
が
生
ま
れ
る
。
仮
に
リ
ン
ゴ
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
を

〈
五
く
知
ら
な
い
場
合
、
「
こ
れ
は
リ
ン
ゴ
だ
」
と
い
う
発
一
一
一
一
口
は
生
ま
れ

な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
観
察
の
理
論
負
帯
性
と
い
う
考
え
方
は
、
研
究
現
場
で

は
ど
の
よ
う
な
形
で
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

3
・
2

観
察
の
理
論
負
荷
性
の
実
際

高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
双
品
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
合
成
開
発
研
究
に
お
い

て
、
観
察
の
理
論
負
荷
性
が
わ
か
り
や
す
い
形
で
表
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
代
表
的
な
箇
所
2
点
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
一
つ
は
、
金
ナ
ノ
ロ
ッ

ド
の

ω開
玄
で
の
観
察
、
も
う
一
つ
は
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
斗
間
宮
で
の

観
察
に
つ
い
て
で
あ
る
。

3
・
2
・
1
ω
m玄
観
察
と
観
察
の
理
論
負
荷
性

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
観
察
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は

ω円
玄
を
用
い
た
。

得
ら
れ
た
像
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
の
直
径
や
長
さ
と
い
っ

た
サ
イ
ズ
を
計
測
し
、
期
待
通
り
、
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
を
持
つ
金
ナ
ノ

ロ
ッ
ド
が
合
成
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

ωHWZ
は
、
試
料
に
電
子
線
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
二
次
電

子
を
検
出
し
、
そ
の
強
度
分
和
に
よ
っ
て
試
料
の
表
面
状
態
（
凹
邑
具

合
）
を
観
る
装
置
で
あ
る
。
つ
ま
り

ω円
玄
を
使
う
際
、
わ
れ
わ
れ
は

観
察
し
た
時
に
見
え
る
像
が
、
試
料
に
電
子
線
を
当
て
そ
こ
か
ら
出
て
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く
る
二
次
電
子
の
空
間
的
な
強
度
分
布
を
復
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
二
次
電
子
の
空
間
的
な
強
疫

分
布
は
、
試
料
の
表
蕗
状
態
（
凹
凸
具
合
）
に
依
存
す
る
、
言
い
換
え

れ
ば
、
二
次
電
子
の
空
間
的
な
強
度
分
布
が
わ
か
れ
ば
、
観
察
し
よ
う

と
し
て
い
る
試
料
の
表
語
形
状
が
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
加
え
、
扱
っ
て
い
る
試
料
に
電
子
線
を
当
て
る
と
二
次
電

子
が
出
る
と
い
う
こ
と
や
、
金
属
に
電
子
線
を
当
て
て
得
ら
れ
る
像
は

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。

知
っ
て
い
る
こ
と
は
装
置
の
原
理
や
、
電
子
線
と
サ
ン
プ
ル
と
の
相

互
作
用
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
今
見
て
い
る
試
料
に
つ
い

て
、
合
成
過
程
で
用
い
た
も
の
は
金
イ
オ
ン
と
還
元
剤
と
界
関
活
性
剤

で
あ
る
か
ら
、
伺
か
し
ら
金
に
関
係
が
あ
る
も
の
が
で
き
て
い
る
は
ず

だ
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。
つ
ま
り
、
材
料

が
突
然
消
え
て
な
く
な
っ
た
り
湧
き
出
し
た
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
や
、

質
量
保
存
の
法
則
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
行
っ
た
合
成
条
件

で
は
核
融
合
や
核
分
裂
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
金
は

銀
や
銅
に
は
な
ら
ず
金
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
等
、
多
く
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
実
験
事
実
だ
け
で
は
な
く
、
先

行
研
究
を
鑑
み
る
と
、
行
っ
た
実
験
条
糾
け
で
は
細
長
い
金
粒
子
が
で
き

て
い
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
も
推
棋
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
背
景

知
識
は
、
す
べ
て
が
同
じ
く
ら
い
も
っ
と
も
ら
し
い
わ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
と
も
ら
し
さ
は
異
な
る
。
し
か
し
、
一
例
と
し
て
上

記
に
挙
げ
た
だ
け
で
も
か
な
り
多
く
の
背
景
知
識
を
通
し
て
、
わ
れ
わ

れ
は

ω日
山
富
で
観
察
し
た
像
を
見
、
そ
の
結
果
、
合
成
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
も
の
が
細
長
い
形
状
を
し
た
金
微
粒
子
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
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サ
イ
ズ
が
お
よ
そ
車
径
数
十
ロ
B
×
長
さ
H
h
h

日
程
設
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

3
・
2
・
2

↓
間
三
観
察
と
観
察
の
理
論
魚
荷
性

双
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
吋
何
一
玄
を
用

い
た
。
得
ら
れ
た
像
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
入
射
電
子
線
に
対
す
る
金
ナ
ノ

ロ
ッ
ド
の
結
晶
出
の
向
き
を
計
算
し
、
期
待
通
り
、
合
成
し
た
高
ア
ス

ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
双
品
構
造
を
持
つ
こ
と
を
確
認
し
た
。

吋
何
一
認
は
、
試
料
に
強
い
電
子
線
を
当
て
、
試
料
を
透
過
し
た
電
子

線
が
曲
折
し
て
つ
く
る
干
渉
像
に
よ
っ
て
試
料
の
結
晶
構
造
を
観
る
装

置
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
，
何
一
玄
を
使
、
っ
際
、
わ
れ
わ
れ
は
観
察
し
た
と
き

に
見
え
る
像
が
、
試
料
に
電
子
線
を
当
て
試
料
を
透
過
し
た
電
子
線
が

回
折
し
て
つ
く
る
干
渉
像
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ま

た
そ
の
空
間
パ
タ
ー
ン
は
、
試
料
の
結
晶
構
造
に
依
存
す
る
、
言
い
換

え
れ
ば
、
試
料
を
透
過
し
た
電
子
線
が
回
折
し
て
つ
く
る
電
子
強
度
の

空
間
パ
タ
ー
ン
が
わ
か
れ
ば
、
観
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
試
料
の
結
晶

構
造
が
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
非
常

に
薄
い
試
料
で
あ
れ
ぜ
電
子
線
が
透
過
で
き
て
回
折
像
が
得
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
や
、
バ
，
H
W

一
宮
で
使
用
す
る
電
子
線
の
強
疫
で
は
金
が
融
解
し

な
い
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。

3
・
2
・
1
と
同
じ
く
、
知
っ
て
い
る
こ
と
は
装
置
の
原
理
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
寸
MWZ
観
察
に
用
い
た
金
微
粒
子
と
∞
何
玄

観
察
に
用
い
た
金
微
粒
子
は
同
じ
分
散
液
か
ら
採
取
し
た
も
の
だ
か
ら
、

同
じ
試
料
と
考
え
て
よ
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
。
ま
た
金

が
菌
、
心
立
方
格
子
（
司
の
の
）
構
造
を
取
る
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
そ
の
結
品
格
子
の
特
徴
的
な
長
さ
も
知
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
は
、
先
行
研
究
か
ら
、
単
結
晶
構
造
か
双
品
構
造
の
い

ず
れ
か
を
取
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
（
1
、2
）
。
ま
た

双
品
構
造
の
場
合
、
基
板
上
へ
の
配
霞
の
仕
方
に
よ
っ
て

2
種
類
の
回

折
像
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
（
よ
。
上
記
は
知
っ
て

い
る
こ
と
の
一
例
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
多
く
の
背
景
知
識
を
通

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
寸
同
玄
で
観
察
し
た
像
を
見
、
そ
の
結
果
、
合
成

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
双
品
構
造
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

3
・
3

ま
と
め

観
察
の
理
論
負
帯
性
が
、
実
際
の
研
究
現
場
に
現
れ
る
や
り
方
を
、

2
つ
の
観
察
結
果
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
。
合
成
し
た
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド

の
形
状
の
確
認
の
際
に
使
わ
れ
る

ω間
宮
で
は
、

ωMWZ
の
原
理
や
合

成
過
程
で
の
手
続
き
、
ま
た
先
行
研
究
に
関
す
る
知
識
が
、
「
理
論
」

と
い
う
形
で
観
察
を
す
る
際
に
役
立
て
ら
れ
、
結
果
と
し
て
金
ナ
ノ

ロ
ッ
ド
の
形
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
双
品
構
造
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
↓
同
窓
観
察
で
も
同
様
に
、
吋
開
廷
の
原
理
や
金
の

結
品
構
造
に
関
す
る
知
識
、
先
符
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
が
「
理
論
」

と
い
う
形
で
観
察
す
る
際
に
役
立
て
ら
れ
、
結
果
と
し
て
合
成
で
得
ら

れ
た
高
ア
ス
ペ
ク
ト
比
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
が
双
品
構
造
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

結
言

第

2
章
と
第
3
章
で
、
現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
研
究
に
見
ら
れ
る

一
重
構
造
が
現
れ
る
や
り
方
と
、
観
察
の
理
論
負
荷
性
が
現
れ
る
や
り

方
を
、
実
際
の
研
究
内
容
を
通
し
て
み
て
き
た
。
観
察
の
理
論
負
荷
性

が
現
れ
る
筒
所
は
、
第
2
章
で
概
観
し
た
現
代
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
研

究
に
見
ら
れ
る
二
重
構
造
が
現
れ
る
や
り
方
と
、
非
常
に
強
く
関
係
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
興
味
深
い
。
実
際
に
は
自
に
見
え
な
い
根
源

的
な
も
の
に
よ
っ
て
世
界
が
で
き
て
い
る
と
考
え
る
二
重
構
造
の
考
え

方
を
取
る
と
き
、
自
に
は
見
え
な
い
が
根
源
的
な
も
の
が
存
在
す
る
根

拠
と
し
て
、
そ
れ
が
存
在
す
る
と
多
く
の
こ
と
が
説
明
で
き
る
と
い
う

状
態
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
観
察
の
理
論
負
荷
性
が
現

れ
る
際
に
は
、
誼
接
的
に
見
た
も
の
（
つ
ま
り
な
ん
ら
か
の
色
の
広
が

り
、
と
い
っ
て
よ
い
も
の
。
た
と
え
ば
屈
折
像
で
あ
れ
ば
白
黒
の
空
間

的
な
パ
タ
ー
ン
）
が
双
品
構
造
を
示
す
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
か
ら
の
シ
グ
ナ

ル
で
あ
る
と
考
え
る
理
由
と
し
て
、
「
今
自
で
見
て
い
る
白
黒
の
空
間

的
な
パ
タ
ー
ン
を
、
双
品
構
造
を
持
つ
金
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
か
ら
の
シ
グ
ナ

ル
だ
と
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
と
つ
じ
つ
ま
が
合
う
、
と
い
う

状
況
が
生
じ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

科
学
の
体
系
は
、
多
く
の
現
象
や
理
論
が
絡
み
合
っ
た
複
雑
な
ネ
ッ

ト
ワ

i
ク
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
「
よ
り
美
し
く
、
つ
じ
つ
ま
の
合
う
や
り
方
で
」
説
明
す
る
た
め
に

導
入
す
る
二
重
構
造
の
考
え
方
と
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
「
つ
じ
つ

ま
の
合
う
や
り
方
で
」
新
し
い
現
象
を
理
解
す
る
や
り
方
は
、
現
状
の

知
識
と
つ
じ
つ
ま
が
あ
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

科
学
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
？
ど
う
や
っ
て
科
学
の
体
系
が
で

き
て
い
て
、
ど
う
や
っ
て
新
し
い
知
識
が
増
え
て
い
く
の
か
を
、
研
究

現
場
で
の
立
場
で
研
究
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
の
は
興
味
深
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